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度： 108A cm -2（通常の金属は 105Acm 2のオーダー），小さ
いスピンー軌道相互作用＝スピン流の生成の可能性〔白石ら－
Jpn.よAppl.Phys., 46, L605 (2007）〕，グラブエンナノリ
ボンの電子物性制御＝エッジ効果〔田中ら： J.Phys. Chem. 

































Quαntum Chem. Symp., 23, 641 (1989）〕や，グラファイ
トの水素終端エッジ観測〔榎ら： Phys. Rev. B, 71, 193406 
(2005）.水素終端されたグラファイトエッジ（ジグザグおよ
びアームチェア型）の STM観測〕の成功がある．
化学 Vol.66No. l (20 l l) j 33 
1・n官三吉己主董 2010年ノーベル賞を読み解く
んですね．それで単届 CNTの 卜りになってから，はじめて
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